
                               

 平成 30 年 11 月 9 日 

各   位 

上場会社名   株 式 会 社  安  楽  亭 

代 表 者 名   代表取締役社長   柳   時  機 

（コード番号 7562 東証第二部） 

問 合 せ 先  常務取締役管理本部長 安部 一夫 

（ＴＥＬ 048-859-0555） 

 

 

業績予想（連結・個別）の修正に関するお知らせ 

 

 

 最近の業績の動向等を踏まえ、平成 30 年 5 月 11 日に公表いたしました業績予想の修正についてお知らせ

いたします。 

 

記 

 

１.平成31年３月期第２四半期（累計）連結業績予想数値の修正 

（平成30年４月１日～平成30年９月30日） 

（単位：百万円、％） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 

親会社数主に

帰属する 

四半期純利益 

1 株当たり 

四半期純利益 

前回発表数値    （Ａ） 8,555 250 240 85 39 円 75 銭 

今回修正予想    （Ｂ） 8,416 169 155 63 29 円 75 銭 

増減額       （Ｂ-Ａ） △139 △81 △85 △22  

増減率        （％） △1.6 △32.4 △35.4 △25.9  

(ご参考)前期第2四半期実績 

(平成30年3月期第2四半期) 
8,524 167 157 80 37 円 63 銭 

 

２.平成31年３月期通期連結業績予想数値の修正 

（平成30年４月１日～平成31年３月31日） 

（単位：百万円、％） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 

親会社株主

に帰属する

当期純利益 

1 株当たり 

当期純利益 

前回発表数値    （Ａ） 16,870 390 370 90 42 円 09 銭 

今回修正予想    （Ｂ） 16,730 220 200 50 23 円 38 銭 

増減額       （Ｂ-Ａ） △140 △170 △170 △40  

増減率        （％） △0.8 △43.6 △45.9 △44.4  

(ご参考)前期実績 

(平成30年3月期) 
16,947 348 320 149 69 円 80 銭 

 

 



３.平成31年３月期第２四半期（累計）個別業績予想数値の修正 

（平成30年４月１日～平成30年９月30日） 

（単位：百万円、％） 

 売 上 高 経 常 利 益 四半期純利益 
1 株当たり 

四半期純利益 

前回発表数値    （Ａ） 7,915 210 65 30 円 40 銭 

今回修正予想    （Ｂ） 7,733 132 48 22 円 60 銭 

増減額       （Ｂ-Ａ） △182 △78 △17  

増減率        （％） △2.3 △37.1 △26.2  

(ご参考)前期第2四半期実績 

(平成30年3月期第2四半期) 
7,897 123 54 25 円 44 銭 

 

４.平成31年３月期通期個別業績予想数値の修正 

（平成30年４月１日～平成31年３月31日） 

 (単位:百万円、％） 

 売 上 高 経 常 利 益 当期純利益 
1 株 当 たり 

当期純利益 

前回発表数値    （Ａ） 15,580 325 60 28 円 06 銭 

今回修正予想    （Ｂ） 15,400 170 30 14 円 03 銭 

増減額       （Ｂ-Ａ） △180 △155 △30  

増減率        （％） △1.2 △47.7 △50.0  

(ご参考)前期実績 

(平成30年3月期) 
15,683 256 109 51 円 36 銭 

 

５.修正の理由 

（１）第２四半期(累計)業績予想修正の理由 

当第2四半期の業績においては、記録的な猛暑・豪雨・台風などの異常気象の影響や働き方改革に 

伴う営業時間の短縮などにより、当初予想の売上高を下回る結果となりました。 

また、利益につきましても、売上高の減少に加え、牛肉・米等の原材料価格の高騰、継続的な人手不 

足やアルバイト・パート時給の上昇などもあり人件費を中心に販管費が上昇した結果、当初予想を下 

回る結果となりました。 

（２）通期業績予想修正の理由 

下期はメニュー価格見直し、コストマネジメント等の対応も行いますが、原材料価格や人件費に関して

は慎重な見方をしており、足元の動向も踏まえ通期の業績予想についても上記のように修正しました。 

 

 

（注）上記の予想は、現時点において入手可能な情報に基づき算出したものであり、実際の業績は今後様々な要因によって異なる結

果となる可能性があります。 

 

以 上 


